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日
本
漢
学
を
／
で
考
え
る
【
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
要
約
】高

山

大

毅

前
言

日
本
漢
文
部
会
は
、
二
〇
一
〇
年
度
の
第
六
十
二
回
大
会
に
初
め
て
設
置
さ

れ
、
二
〇
二
二
年
度
で
十
二
年
を
迎
え
た
。
大
会
案
内
な
ど
に
「
日
本
漢
文
（
日

本
漢
学
・
日
本
漢
詩
文
・
漢
文
教
育
な
ど
）
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本

部
会
は
日
本
列
島
に
お
け
る
古
典
中
国
語
（
漢
文
）
を
用
い
た
文
化
営
為
を
広

く
対
象
領
域
と
し
て
い
る
。
発
足
以
来
、
多
く
の
充
実
し
た
報
告
が
行
わ
れ
、

現
在
、
日
本
漢
文
部
会
は
日
本
中
國
學
会
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
漢
文
・
日
本
漢
学
に
関
し

て
、
近
年
優
れ
た
研
究
を
発
表
し
て
い
る
三
氏
に
報
告
を
お
願
い
し
、
日
本
漢

文
部
会
の
「
現
在
地
」
を
示
す
と
と
も
に
、
本
部
会
の
対
象
領
域
に
関
す
る
研

究
の
「
次
世
代
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

各
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
報
告
者
に
よ
る
要
約
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
問
題
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

宋
晗
氏
の
報
告
は
、
平
安
朝
漢
文
学
と
中
国
文
学
と
の
比
較
と
い
う
二
項
対

立
的
な
枠
組
か
ら
距
離
を
取
り
、
当
時
の
儒
者
の
批
評
基
準
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
漢
学
・
日
本
漢
文
学
研
究
の
潮
流
に

根
差
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
本
場
」
中
国
を
基
準
に
し

て
、
日
本
の
漢
詩
文
を
論
評
す
る
と
い
っ
た
見
方
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

韓
淑
婷
氏
の
報
告
は
、
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
礼
受
容
を
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
右
で
述
べ
た
よ
う
な
宋
晗
氏
の
報
告
の
視
点
と
呼
応
す
る
面
が
見
ら

れ
た
。
韓
淑
婷
氏
は
、
江
戸
期
の
儒
者
が
儒
礼
の
実
践
の
際
に
行
っ
た
改
変
を

指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
江
戸
末
期
の
儒
礼
を
め
ぐ
る
議
論
が
、「
国
家
防
衛
」

と
い
う
当
時
の
問
題
関
心
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
近
世
日

本
社
会
で
実
践
し
や
す
い
よ
う
に
儒
礼
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
―
―
と
い
っ
た

単
純
な
話
で
は
な
く
、
儒
礼
を
取
り
巻
く
問
題
関
心
そ
の
も
の
が
中
国
と
日
本

と
で
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

異
な
る
地
域
・
時
代
の
文
化
の
受
容
は
、
そ
れ
が
真
剣
に
な
さ
れ
た
場
合
で

も
、
パ
ロ
デ
ィ
に
接
近
す
る
こ
と
が
あ
り
、
パ
ロ
デ
ィ
の
問
題
は
、
文
化
の
受

容
の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
水
上
雅
晴
氏
の
報
告
は
、
洒

落
本
・
落
書
・
川
柳
な
ど
の
通
俗
的
な
作
品
に
お
け
る
中
国
古
典
の
パ
ロ
デ
ィ

に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
期
の
パ
ロ
デ
ィ
作
品
は
、
「
理
知

的
」
表
現
を
好
む
と
い
う
点
で
、
宋
晗
氏
の
報
告
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
平
安
期

漢
詩
文
の
特
徴
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
科
挙
制
度
の
な
い
近
世
日
本
社
会
に
お

い
て
、
い
わ
ば
「
士
大
夫
に
な
る
」
と
い
っ
た
問
題
関
心
を
離
れ
て
中
国
古
典

が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
事
例
で
あ
っ
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た
。時

間
の
制
約
も
あ
り
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
論
点
も
あ
っ

た
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
が
、
「
次
世
代
」

の
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。


